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裏面もあるよ

徳島県のみにあらず全国にその名前をひびかせた美馬八重子さんが亡くなられました。
一つの時代が終わったようで寂しいものです。
同船していたフェリーで行方不明となった娘さん、精神障害を抱え持つ娘の親・家族の立場として県下の家族

会活動を束ね、障害者地域共同作業所の草分け的存在となる「すみれ会作業所」設立に尽力、圧倒的なその
存在感は全国に知らぬ人はいない存在へと成り行きました。
「地域で暮らす」その言葉を生み出した源泉は、先人である美馬さんの人生に重なりゆきます。「家族会活動」

「作業所活動」行政施策として打ち出されたものでは無く「親無き後」を憂う家族の方々が、自らのお金を出し、
自らの軒下を貸し、何一つ「保障」されない状況の中での始まりでした。与えられ託されたものを形に変えていく
ことは誰でも出来る事、与えられるものが欠如すれば事を終えるのは簡単な事、逃げ場のない「小さな覚悟」が
１つの歴史へと形取られて行ったのだろうと思うのです。精神障害を抱え持つ親としての願い、幾重にも重なり
合った無名な「家族」の方々の想い…時代を映した世情は絶え間なく変遷し大切とされる「価値」も時代の流れ
と共に漂いながら様を変えていきます。
人は生きて行く事のために、或は生きている事の為に様々な事柄を「忘れて」行きます。社会福祉の状況が世

情を連れ、その混沌と混乱の暈を増して行ったとしても「人がそこに在った」という紛れもない確かな「歴史」を
「人」として語り継がねばならないのだと思うのです。家族の想い‥家族の願い‥そしてそこに寄り添った幾重も
の人たちの存在と営み‥美馬八重子さんの「人生」にあらためて敬意を表したいと思います。自身を捨てて他
者へ。あんな人はもう現れないはず。色々あったけど寂しいよ美馬さん。

社会福祉法人ハートランド 理事長 山下 安寿

美馬八重子さんを偲んで

あっぷるからの言の葉

みなと高等学園 『みなとクリーン清掃活動』
１月２４日(火)に小松島市にある、みなと高等学園の生徒、先生１２名の方々が来所し、あっぷるのホール

床、休憩室床、店全体の窓ガラス、空調など多くの場所の清掃に来てくれました。生徒達は、10時から始まっ
た作業と同時に、声の掛け合い、そして清掃箇所の確認と、とにかく出際がよく、チームワークもばっちりで、
みるみる内に店内がピカピカになっていきます。少しの休憩を挟み１５時になると、ビックリ！！新築した当時の
床や窓ガラスに戻っているのです。日々みんなと、「建物を大事にしていこう」と掃除はやっていますが、それ
がなかなか、、、本当にありがたく思いますし、生徒達の姿をみて、仕事へのやりがいや、向き合い方を改めて
勉強した一日でした。心より感謝申しあげます。



社会福祉法人ハートランド
ホームページQR

街の中の喫茶店あっぷる・あっぷるスイーツ工房
営業日 水・木・金・土 （休業日 月・火・日）

※ 祝日営業はお知らせします。

営業時間 11：00～15：00
ランチ 11：30～無くなり次第終了

Tel : 088-679-8225 予約可能

５のつく日は 月に一度の５５ランチ
街の中の喫茶店あっぷるでは、月に一度、５のつく日は、通常７００円の日替わりランチが、５５０円とお得に

なります。今月は2月25日（土）を予定しています。無くなり次第終了となります。是非お越しください。

あっぷるメンバーからの言の葉
あっぷるに毎日通ってきているメンバーからのメッセージを添えます。

汽車とバスで約1時間通勤しています｡弁当のご飯を冷ましてならしたりしています｡出来るメンバーも増えてきて､
弁当製造の全ての作業を頑張りたいと思います｡メンバーとも仲良くなってこれからも頑張りたいです｡

(厨房担当 K.I)
私は25歳からあっぷるで、働きだして、今年の6月で、19年になります。なぜアップルで働き出したかというと、母が

新聞をみていたら、あっぷるがのっていました。
母と、あっぷるにいき、明くる日からあっぷるで、仕事をするようになったのです。母が新聞を観ていなかったら、今の

私はいませんでした。母に感謝です。 (店頭担当 K.Y)

私があっぷるに入ったのがH22年6月で、13年目になります。籠屋町商店街から南庄町に断続しています。あっぷ
る入った当初は、暫く何も喋れなくて緊張もしたのですが、徐々にメンバーと打ち解けて慣れて来ました。5年後にはF
ちゃんと知り合いました。
新人さんが一人一人、入って来る度にどのよう接して言ったらいいのか、人と人とのコミュニケーションの難しさを

考えますが、みんないい人なので楽しく仕事ができています。 (ホール担当 I.M)

全国精神障害者地域生活支援協議会：通称あみ
第25回全国大会

tomorrow‘s amistory ～だれもが主役 つながる その先へ～

1月27日(金)28日(土)と２日間にわたり『全国精神障害者地域生活支援
協議会、通称あみ』の2日間を通じ述べ参加者500名を超える大きな大会が

が無事に終わりました。前回大会は、実行委員長として、そして今回は事務局として参加しました。約1年間、毎
週の様に行われた実行委員会を経て、実行委員の皆様とも『強いつながり』が生まれました。
内容は、１日目は記念講演として、看護機関誌「精神看護」の冒頭の写真を２０年間とり続けていく中で、とあ

る大阪の精神科病院の患者が外泊を利用して沖縄へ旅行にいくドキュメンタリーを映画化した「オキナワヘい
こう」の監督、大西暢夫氏をお迎えして「治すのは患者さんではなく、社会ではないだろうか？」との題名で講演
をお願いし、その他、震災企画に、活動交流会。２日目は各分科会を前半、後半に分かれ８分科会、特別講演と
して、国連人権委員会よりダニウス・プラス氏、最後にシンポジウムを行い、日本障害者協会代表：藤井氏、日
本弁護士連合会：池原氏、厚生労働省・社会・援護局障害保健福祉部長をお呼びして、この度の障害者権利
条約の勧告をうけての内容と、とても濃い内容の２日間でした。
東京の本部へはいけませんでしたが、大会中は、あっぷるの事務所で、PLUS.α有田さんと大会運営のサ

ポート、問い合わせを行いました。心から感謝申し上げます。そして、2日間、あっぷるの営業を無事にやり遂げた
メンバー、スタッフの皆もご迷惑をかけました。ありがとうございました！
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